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丹沢山地唐沢峠におけるササバギンランの不時開花の記録：
形態と生育環境特性に着目して

小嶋紀行

Noriyuki Kojima: A record of unseasonable flowering of Cephalanthera longibracteata 
Blume (Orchidaceae) at Karasawa pass, Tanzawa Mountains, Japan: Focusing on 

morphology and habitat characteristics

緒　言

　夏緑性草本であるラン科キンラン属のササバギンラン
Cephalanthera longibracteata Blumeは、日本国内では北
海道から九州までの広い範囲に分布しており、その開花
期は 5月から 6月とされている（前川 , 1971）。ところ
が筆者は、2024年 11月 23日に丹沢山地の唐沢峠付近の
尾根上の登山道脇にて、正常開花の花期から半年ほど遅
れて不時開花（季節外開花）しているササバギンランを
1個体発見した。
　日本国内における不時開花の記録はソメイヨシノ 
Cerasus x yedoensis (Matsum.) Masam. & S.Suzuki（陣野 , 1992）
や ナ シ Pyrus pyrifolia (Burm.f.) Nakai var. culta (Makino) 
Nakai（岡田ほか , 1994）、クリ Castanea crenata Siebold 
& Zucc.（月橋 , 1969）、イネ Oryza sativa L.（坂田 , 2005）、
イワインチン Chrysanthemum rupestre Matsum. & Koidz.
（Nagami & Kurono, 1957）など植栽および栽培条件下
にある個体に加えて、自生個体についてもタカサゴユ
リ Lilium formosanum Wallaceとハマダイコン Raphanus
sativus L. var. hortensis Backer f. raphanistroides Makino
（ 久 保 田・ 梅 本 , 2014）、 ハ ス ノ ハ ギ リ Hernandia 

nymphaeifolia (C.Presl) Kubitzki やムニンヒメツバキ 
Schima wallichii (DC.) Korth. subsp. mertensiana (Siebold et 
Zucc.) Bloemb.、シマイスノキ Distylium lepidotum Nakai
など（安部ほか , 2004）、様々な種において報告されて
いる。 また、ラン科のマヤラン Cymbidium macrorhizon 
Lindl.は夏と秋に 2 度咲く株が多いとされているが（神
奈川県植物誌調査会編 , 2018）、ササバギンランおよび
キンラン属においてはそのような報告は見られない。
そこで本稿では、ササバギンランの不時開花個体の形

態と生育環境を記録し、さらに正常開花期の個体と比較
することで、不時開花個体の特徴を明らかにすることを
目的とする。

原著論文

図 1. 調査位置図．破線は登山道で，楕円で囲まれた部分が調査
地となる．
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て株立ちしていることがあったが、同一の個体であるか
を確認出来なかったため、本研究では便宜的に「1茎葉
を 1個体」として地上部の形質を計測した。ただし、地
上部の茎葉が株立ちしていると環境条件の測定箇所が重
なってしまうため、株立ちしている個体は同一調査区と
して扱った。
　各調査区の環境条件の値は、標準化（standardization）
した上で主成分分析（PCA）を実行して調査区と環境条
件を序列化した。なお、統計解析については、統計ソフ
ト R （GNU R） version 4.5.1（R Core Team, 2025）を用いた。

材料と方法

　丹沢山地の唐沢峠付近において、ササバギンランの不
時開花個体および正常開花期の個体の調査を実施した。
大山から唐沢峠を経由して三峰山へ至る尾根上には登山
道が存在し、本調査地は唐沢峠から 200 mほど北に位置
する尾根から斜面上部となる（図 1）。
　調査地一帯は樹高約 19 mのモミ Abies firma Siebold 
et Zucc.が高木層で優占する林で、亜高木層にはクマシ
デ Carpinus japonica Blumeが見られたが、シカ Cervus 
nippon Temmnick, 1836の食害によって下層植生が衰退し
ており（山根 , 2003）、低木層はヤマボウシ Cornus kousa 
Buerger ex Hance subsp. kousa、シラキ Neoshirakia japonica 
(Siebold et Zucc.) Esser、 ア セ ビ Pieris japonica (Thunb.) 
D.Don ex G.Don subsp. japonicaなどが点在し、草本層に
はモミやコゴメウツギ Neillia incisa (Thunb.) S.H.Ohの実
生、キッコウハグマ Ainsliaea apiculata Sch.Bip.、ササバ
ギンラン、ギンラン Cephalanthera erecta (Thunb.) Blume
などの草本が僅かにみられる程度であった。
　ササバギンランの形態を明らかにするため、不時開花
個体は 2024年 11月、正常開花期の個体については 2025
年 5月から 6月にかけて、草丈（地表面から茎頂までの
垂直距離）と花数、葉数を測定した。これらの地上部の
形質についてはササバギンラン（小嶋 , 2014）およびギ
ンラン（能勢ほか , 2009）を対象とした研究で生育状態
の指標として用いられているだけでなく、個体を損傷せ
ずに測定できるため、本研究においても生育状態の指標
として採用した。
　次に、ササバギンランの個体を中心として 30 cm四方
の調査区を設置し、環境条件としてこの調査区単位で土
壌条件と光条件を調査した。土壌条件については、土壌
硬度（山中式土壌硬度計の貫入深さ）と A0層（地表面
の植物遺体およびその分解過程にある有機物層（河田 , 
1989））の厚さ、土壌含水率を調査区の四隅で測定し、
その平均値を調査区の土壌条件とした。土壌含水率と土
壌硬度の測定には、土壌水分計 Hydrosense（CD620 ＋ 
CS620：Campbell Scientific, Inc.）と山中式ポケット型土
壌硬度計（（株）藤原製作所）を用いた。
　これらの土壌条件の調査については、不時開花個体は
2024年 11月、正常開花期の個体は 2025年 5月から 6月
にかけて実施した。光条件については、デジタルカメラ
（PENTAX KF）と円周魚眼レンズ (SIGMA 4.5mm F2.8）
を用いて、調査区の中央（ササバギンランの個体の直上）
において地上約 1 mの高さで全天写真を撮影した。得ら
れた全天写真は、Canopon2（Takenaka, online）を用いて
開空率（%）を算出した。開空率は相対照度との間に正
の相関関係が認められているため（早稲田 , 1983；崎尾 
2003）、開空率を光条件の指標として用いた。全天写真
の撮影については、不時開花個体と正常開花期の個体の
両方とも 2025年 6月に実施した。
　また、ササバギンランは地上部の茎葉が数本まとまっ

表 1. 調査区内で観察されたササバギンランの地上部の形質

調査区 個体
番号

草丈 
(cm)

葉数 
( 枚 )

花数 
( 個 ) 備考

1 1 14.3 7 3 不時開花個体
2 2 28.5 8 8 正常開花期の個体
3 3 23.2 6 3 正常開花期の個体
4 4 30.3 6 3 正常開花期の個体
4 5 18.7 6 0 正常開花期の個体
5 6 20.6 8 1 正常開花期の個体
5 7 17.1 8 0 正常開花期の個体

表 2. 生育環境についての主成分分析結果 . 表の上段は主成分負荷
量（生育環境の測定値と主成分得点との相関係数）を示す

第 1 主成分 第 2 主成分
開空率 -0.72 -0.69
土壌硬度 -0.88 -0.02
A0 層の厚さ 0.74 -0.67
土壌含水率 -0.96 0.01
固有値 2.75 0.92
寄与率 68.7 23.0
累積寄与率 68.7 91.7
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図 2. 調査区の主成分得点と立地環境の主成分負荷量に基づいた
バイプロット．PC1 は第 1 主成分得点，PC2 は第 2 主成分得
点を表す．図中の記号は不時開花個体の調査区（⃝），正常
開花期の個体の調査区（〇）を示す．
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結　果

不時開花個体の個体サイズ

　本調査地における、ササバギンランの不時開花個体と
正常開花期の個体の個体サイズを表 1に示す。不時開花
個体の草丈は 14.3 cmであったが、正常開花期の個体は
いずれも不時開花個体よりも草丈が高かった。さらに、
正常開花期の開花個体はいずれも草丈が 20 cm以上であ
り、不時開花個体の草丈より 6 cm以上高かった。葉数
は不時開花個体が 7枚、正常開花期の個体は 6枚から 8
枚であり、両者に差は見られなかった。花数は不時開花
個体が 3個、正常開花期の開花個体は 1個から 8個であ
り、葉数と同様に両者に差は見られなかった。
　加えて 2025年の現地調査では、前年に不時開花した
個体の地上部は発生していなかった。

不時開花個体の生育環境

　各調査区における環境条件を用いて主成分分析を行っ
た結果、第 1主成分から第 4主成分までの固有値は、第
1主成分から順に 2.75、0.92、0.33、0.01となった。累
積寄与率は第 1主成分までで約 69 %となり（表 2）、環
境条件の 3分の 2以上の情報が第 1主成分に集約されて
いることから、ここでは第 1主成分について解釈を行っ
た。第 1主成分は A0層の厚さとの間に強い正の相関が
あり、さらに開空率、土壌硬度、土壌含水率との間に強
い負の相関があった。
　さらに、主成分分析によって得られた主成分得点に基
づいて第 1主成分と第 2主成分を軸とした座標平面上に
各調査区を配置した結果、第 1主成分が最も負側の領域
に不時開花個体の調査区が位置していた（図 2）。

考　察

不時開花個体の形態の特徴

　本調査地におけるササバギンランの不時開花個体は、正
常開花期の開花個体と比べて草丈が低かった。他の地域に
おける正常開花期の開花個体の草丈は、24.6–30.5 cm（野上 , 
2006）および 21–35 cm（小嶋 , 2014）と報告されているが、
これは本調査地における正常開花期の開花個体と同等の
値であり、不時開花個体は地上部が小さいものの開花に
至っているといえる。
　不時開花個体の調査区は尾根上の登山道近くであり、
最も土壌硬度の高い立地であったが、本種の草丈と土壌
硬度の間に負の相関があることが指摘されているため
（小嶋 , 2014）、不時開花個体は踏圧の影響を受けて小型
化した可能性がある。一方で、不時開花個体の調査区と
同等の土壌硬度（14 mm）でも草丈が 20 cm前後のササ
バギンランが記録されているため（小嶋 , 2014）、土壌
硬度の高さが不時開花個体の小型化に及ぼした影響はご
く小さいと考えられる。
　Nagami & Kurono（1957）によると、栽培環境下で不

時開花したイワインチンの特徴として、（1） 不稔、（2）
栄養器官の形態が貧弱、という 2点が挙げられているが、
栄養器官の形態（草丈） が貧弱という点は本研究におけ
る不時開花個体の特徴とよく一致していた。このよう
に、不時開花個体の栄養器官の形態が貧弱である現象は
様々な種で広く見られる現象である可能性があるが、こ
の点については今後さらなる研究が求められる。また、
タカサゴユリの不時開花個体において開花後に未熟な種
子しかできなかったと報告されているが（久保田・梅本 , 
2014）、本研究においては不時開花個体が観察中に消失
してしまったため、結実まで観察を継続できなかった。
さらに、不時開花個体は翌年春に地上部が発生しなかっ
たが、ササバギンランを含むキンラン属は地上部が発生
しない休眠年が存在することが知られているため（寺井 , 
2018）、2025年は不時開花個体の休眠年であった可能性
がある。
　もう一点、不時開花個体は他の個体のように 5月から
6月に開花せず、遺伝的に秋に開花することが固定して
いる可能性も考えられるが、この点については明らかに
できなかった。 

不時開花の要因

　不時開花個体と正常開花期の個体の生育環境を比較す
ると、不時開花個体の生育環境は高い開空率、高い土壌
硬度、薄い落葉層、高い土壌含水率という特徴が見られ
た。木下・福田（2004）は，光条件が良好で A0層が薄
い立地では，対照地と比較して活性菌根形成率が 2倍，
菌根菌の子実体の種数と発生数がそれぞれ 6倍と約 3倍
に高まることを報告している。また、森林土壌において
保水力の 10 %を超える十分な水分がなければ微生物活
性は水分律速となるため（Berg & McClaugherty, 2003）、
土壌含水率の高い環境は菌根菌にとって水ストレスの少
ない立地であるといえる。それゆえ、高い開空率と薄い
A0層、高い土壌含水率に特徴付けられる不時開花個体
の生育環境は、菌根菌と共生するササバギンランにとっ
て好適な環境であると考えられる。
　さらに、Sakamoto et al.（2015）はササバギンランが
ベニタケ科 Russulaceae、シロキクラゲ科 Sebaceinaceae、
イボタケ科 Thelephoraceaeなどを菌根菌としていること
を報告している。加えて本調査地はモミが優占する林
であったが、モミは実生と成木のいずれもベニタケ属
Russulaの一種と外生菌根を形成し、その子実体はモミ
林内で最も優占していたことが報告されている（松田 , 
2007）。
　以上のように、不時開花個体の調査区はベニタケ属菌
を菌根菌としているモミの優占する林に位置しており、
なおかつ菌根菌の生育に好適な環境であるため、ベニタ
ケ属の菌と外生菌根を形成するササバギンランの生育に
適した良好な栄養条件であったと推察される。Nagami & 
Kurono（1957）は、栽培環境下のイワインチンの中で施
肥した個体だけが不時開花したことを報告しているが、
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本研究におけるササバギンランの不時開花個体について
も、良好な栄養条件が不時開花に影響した可能性がある。
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付表 1. 各調査区における環境条件の測定値
調査区 開空率 

(%)
土壌硬度 

(mm)
A0 層厚さ 

(cm)
土壌含水率 

(%)
1 13.1 13.8 0.4 27.3
2 12.2 11.3 2.4 12.8
3 10.9 13.5 0.6 17.3
4 11.4 9.5 1.7 16.0
5 10.4 8.5 1.3 12.8

付図 1. 不時開花したササバギンラン（表 1 の個体番号 1，撮影日：
2024 年 11 月 24 日）．


